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当院では、正面玄関や病棟に「ふれあいの

箱」というご意見箱を設置しておりますの

で、当院に対するご意見・ご要望等ござい

ましたらご遠慮なくお聞かせください。 

理事長 前田隆史 

 

 

 

今
月
の
一
言 
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純
心
会
理
念
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さ
れ
る
医
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想
い
と
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し
さ
の
伝
わ
る
ケ
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私
た
ち
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れ
を
目
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し
ま
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・
・
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専
門
外
来 

消化器内科 前田純 末次史幸 糖尿病外来 鈴木一永 谷口洋 

消化器外科 鈴木康之 隈元謙介 泌尿器科 多田羅潔 

呼吸器外科 古市ゆみ 小児科 濱田嘉徳 辻正子 

 

令和 2 年 4 月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 内科・三診 

1 水 古市 多田羅 佐尾山 濱田 前田隆       多田羅 

2 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

3 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 清水 

4 土 前田純 鈴木康   濱田 前田純       穴田 

5 日 当番医(内科：穴田 ・小児科：辻) 当番医(内科：穴田 ・小児科：濱田) 穴田 

6 月 前田純   池田 濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

7 火 前田純 平田 佐尾山 辻 佐尾山 平田     末次 

8 水 古市 多田羅 佐尾山 濱田 前田隆       多田羅 

9 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

10 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻 佐尾山       清水 

11 土 前田隆 鈴木康   濱田 前田隆       桑原 

12 日 休 診（日直 桑原） 小島 

13 月 前田純   横田 濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

14 火 前田純 末次 佐尾山 辻 佐尾山 末次     末次 

15 水 古市 多田羅   濱田 前田隆       多田羅 

16 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

17 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 清水 

18 土 前田純     濱田 前田純     谷口 桑原 

19 日 休 診（日直 桑原）   

20 月 前田純   池田 濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

21 火 前田純 末次 佐尾山 辻 佐尾山 末次     末次 

22 水 古市 多田羅 佐尾山 濱田 前田隆       多田羅 

23 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

24 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 清水 

25 土 前田隆 鈴木康   濱田 前田隆       高橋重 

26 日 休 診（日直 高橋重） 林 

27 月 前田純   横田 濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

28 火 前田純 末次   辻   末次     末次 

29 水 休 診（日直 穴田） 穴田 

30 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

 

 

三
月
二
十
三
日
、
例
年
よ
り
五
日
早
い

桜
の
開
花
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
花

見
も
自
粛
さ
れ
た
り
と
楽
し
い
話
題
が

あ
り
ま
せ
ん
ね
。
そ
ん
な
中
、
昨
年
十
一

月
よ
り
着
工
さ
れ
て
い
た
「
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
椿
」
の
増
設
工
事
が
完
了
し
、
無
事

竣
工
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

 

 

平
成
二
十
二
年
十

一
月
に
開
設
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
椿

は
、
現
在
ま
で
１
ユ
ニ

ッ
ト
９
名
の
施
設
で

し
た
が
、
増
設
に
よ
り

１
ユ
ニ
ッ
ト
増
え
、 

 
 

名
の
施
設
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
に
ぎ
や
か
に

な
り
そ
う
で
す
ね
。 

 

中
津
万
象
園
で
の
直
会 

 

四
月
に
な
り
、
例
年
な
ら
ば
花
見
、

入
学
式
、
新
入
社
員
の
入
社
式
、
そ
れ

に
甲
子
園
で
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
、

そ
し
て
夏
に
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
続
き
、
ウ
キ
ウ
キ
す
る
行

事
が
目
白
押
し
の
は
ず
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
、
殆

ど
が
延
期
や
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

昨
日
（
四
月
七
日
）
に
は
東
京
都
を

始
め
と
し
て
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
、

大
阪
、
兵
庫
、
福
岡
の
七
都
府
県
に
対

し
て
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
一
○
八
兆
円
と
い
う

緊
急
経
済
対
策
も
発
表
し
ま
し
た
。
政

府
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
一
日
二
万
件
目
標
に
し
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
現
状
は
一
万
件
程
度 

そ
う
で
す
。
二
月
末
に
は
一
日
四
千

件
、
三
月
末
に
は
一
日
九
千
件
を
目
標

に
し
て
い
ま
し
た
。
三
月
上
旬
に
保
険

適
用
に
な
っ
て
も
千
件
台
。
三
月
末
に

や
っ
と
四
千
件
近
く
ま
で
上
昇
と
い

う
状
態
で
す
。 

症
状
の
な
い
人
か
ら
の
感
染
者
が

多
い
こ
と
も
御
存
知
な
の
に
、
検
査
に

力
を
入
れ
な
か
っ
た
の
が
ウ
イ
ル
ス

拡
大
を
招
い
た
原
因
の
一
つ
で
す
。
当

初
は
検
査
を
す
る
こ
と
を
渋
っ
て
い

ま
し
た
。
医
療
現
場
か
ら
検
査
の
要
望

が
あ
っ
て
も
、
肺
炎
に
な
っ
て
い
な
い

と
か
、
濃
厚
接
触
で
な
い
と
か
の
理
由

で
検
査
を
せ
ず
に
い
た
の
が
、
現
在
の

検
査
件
数
が
増
え
な
い
理
由
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
臨
床
医
学
か
ら
云
え

ば
、
症
状
が
あ
れ
ば
検
査
を
し
、
そ
の

結
果
で
治
療
を
す
る
の
が
原
理
原
則

な
の
に
、
そ
れ
を
無
視
し
た
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。
今
に
な
っ
て
検
査
は
充

分
で
き
ま
す
よ
と
云
っ
て
も
後
の
祭

り
で
し
ょ
う
。
唯
一
刻
も
早
く
収
束
の

日
が
来
る
の
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 
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【作り方】 

①わけぎは根元を切り落とし、３㎝幅に切ります。根元の太い部分

は縦半分に切ります。玉ねぎは根元を切り、薄切りにします。 

②ボウルに生地の材料を入れ、泡立て器で混ぜ合わせます。豚ひき

肉、ピザ用チーズを入れさらによく混ぜ合わせます。 

➂中火で熱したフライパンにゴマ油をひき、２を流し入れて焼きま

す。焼き色が付いたら裏返します。 

④フライ返しで押さえつけながら豚ひき肉に火が通るまで中火で４

分程度焼いたら火から下ろします。 

⑤ボウルにタレの材料を入れて混ぜ合わせます。 

⑥４を食べやすい大きさに切り分け、お皿に盛り付けます。糸唐辛

子を乗せ５を添えたら完成♪ 

【材料】（２人分）  わけぎ・・50ｇ、豚ひき肉・・50ｇ、ピザ用チーズ・・30ｇ、玉ねぎ・・50ｇ、ゴマ油・・大さじ１、 

生地：薄力粉・・50ｇ、片栗粉・・20ｇ、溶き卵・・1 個、水・・80ｍｌ、鶏ガラスープの素・・小さじ１/２、 

タレ：ポン酢・・大さじ１、ラー油・・３滴、白ごま・・小さじ１/２、糸唐辛子・・適量 

 
給食 

●●● ●●● 
 

わけぎのチヂミ(チーズ入り) 

辛みも香りもマイルド、ヌメリ成分で胃腸も元気『わけぎ』 

 

〇
抗
不
整
脈
薬 

耐
え
が
た
い
症
状
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
リ
ス
ク
を

も
た
ら
し
た
り
す
る
頻
拍
性
不
整
脈
（
心
拍
が
速
く
な

る
不
整
脈
）
を
抑
え
る
の
に
有
用
で
す
が
、
あ
ら
ゆ
る

不
整
脈
を
抑
え
ら
れ
る
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

満
足
で
き
る
効
果
が
得
ら
れ
る
ま
で
、
何
種
類
も
の

薬
を
試
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
と

き
に
抗
不
整
脈
薬
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
不
整
脈
が
悪

化
し
た
り
、
新
た
な
不
整
脈
が
起
こ
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
催
不
整
脈
作
用
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。 

〇
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー 

心
臓
に
あ
る
洞
房
結
節
の
代
わ
り
に
心
臓
の
拍
動
を

調
節
す
る
た
め
の
電
気
的
な
医
療
機
器
で
す
。
こ
の
機

器
は
、
手
術
に
よ
っ
て
皮
膚
の 

下
（
通
常
は
左
右
ど
ち
ら
か
の 

鎖
骨
の
下
）
に
埋
め
込
ま
れ
ま 

す
。
心
臓
に
は
静
脈
内
を
通
し 

た
ワ
イ
ヤ
ー
（
リ
ー
ド
）
で
繋 

が
れ
て
い
ま
す
。 

〇
電
気
シ
ョ
ッ
ク 

心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

頻
拍
性
不
整
脈
を
停
止
さ
せ
、
正
常
な
心
拍
リ
ズ
ム
を

取
り
戻
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
目
的
で
行
う
電
気
シ
ョ
ッ 

ク
は
、
対
象
と
す
る
不
整
脈
の 

種
類
に
応
じ
て
カ
ル
デ
ィ
オ
バ 

ー
ジ
ョ
ン
、
除
細
動
、
電
気
的 

除
細
動
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
。 

不
整
脈
の
最
も
一
般
的
な
原
因
は
心
疾
患

で
す
。
特
に
冠
動
脈
疾
患
、
心
臓
弁
膜
症
、
心

不
全
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
数
多

く
の
薬
が
不
整
脈
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
存
在
す
る
異
常
（
先
天

異
常
）
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
不
整
脈
も

あ
り
ま
す
。
心
臓
の
刺
激
伝
導
系
に
加
齢
に
よ

る
変
化
が
生
じ
る
と
、
特
定
の
不
整
脈
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

【
心
拍
数
が
上
昇
す
る
不
整
脈
】 

心
拍
数
が
上
昇
す
る
不
整
脈
（
頻
拍
性
不
整

脈
）
は
、
運
動
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
、
過
度
の

飲
酒
、
喫
煙
な
ど
の
要
因
や
、
か
ぜ
や
花
粉
症

の
治
療
薬
な
ど
刺
激
物
質
を
含
む
薬
に
よ
っ

て
誘
発
さ
れ
ま
す
。 

【
心
拍
数
が
低
下
す
る
不
整
脈
】 

心
拍
数
が
低
下
す
る
不
整
脈
（
徐
脈
性
不
整

脈
）
は
、
迷
走
神
経
を
過
度
に
刺
激
す
る
よ
う

な
痛
み
、
空
腹
、
疲
労
、
消
化
器
の
障
害
（
下

痢
や
嘔
吐
な
ど
）
、
嚥
下
な
ど
に
よ
っ
て
誘
発

さ
れ
ま
す
。 

ま
れ
な
ケ
ー
ス
で
す
が
、
迷
走
神
経
が
非
常

に
強
く
刺
激
さ
れ
る
こ
と
で
心
臓
が
停
止
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な

不
整
脈
の
大
半
は
自
然
に
消
失
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。 

 

【
心
電
図
検
査
】 

心
臓
の
電
気
刺
激
を
増
幅
し
て
記
録 

す
る
検
査
法
で
、
手
早
く
簡
単
に
行
え 

る
痛
み
の
な
い
方
法
で
す
。
心
電
図
に 

よ
る
記
録
で
は
、
毎
回
拍
動
を
誘
発
す 

る
心
臓
の
生
体
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
部
（
洞
房
結
節
、
洞

結
節
）
、
心
臓
の
神
経
伝
導
経
路
、
心
拍
数
や
心
拍
リ
ズ

ム
に
つ
い
て
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。 

【
運
動
負
荷
試
験
】 

運
動
ま
た
は
薬
剤
に
よ
り
心
臓
に
負
荷
を
与
え
、
一

般
的
に
は
心
拍
を
速
く
し
、
心
臓
へ
の
血
流
が
不
足
し

て
い
る
徴
候
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
検
査
し
ま
す
。 

【
心
エ
コ
ー
検
査
に
よ
る
解
剖
学
的
異
常
の
検
出
】 

心
筋
が
正
常
に
動
い
て
い
る
か
ど
う 

か
を
判
定
し
た
り
、
１
回
の
拍
動
毎
に 

心
臓
が
送
り
出
す
血
液
の
量
を
測
定
し 

た
り
す
る
目
的
で
も
行
わ
れ
ま
す
。
ま 

た
、
こ
の
検
査
で
は
、
高
血
圧
や
心
不
全
、
心
筋
症
な

ど
の
患
者
で
み
ら
れ
る
、
心
臓
弁
の
異
常
、
先
天
異
常
、

心
臓
壁
や
心
房
ま
た
は
心
室
の
拡
大
な
ど
、
心
臓
の
構

造
的
異
常
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
心
臓
電
気
生
理
検
査
】 

心
拍
リ
ズ
ム
や
電
気
伝
導
の
深
刻
な
異
常
を
評
価
す

る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。 

不
整
脈
が
あ
る
こ
と
が
す
で
に
分
か
っ
て
い
る
か
、

強
く
疑
わ
れ
る
場
合
、
検
査
時
に
意
図
的
に
不
整
脈
を

誘
発
し
、
特
定
の
薬
剤
で
障
害
が
治
ま
る
か
ど
う
か
や
、

心
臓
内
の
異
常
な
電
気
伝
導
を
除
去
す
る
手
術
が
役
立

つ
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。 

 

 

不
整
脈
と
は 

治
療 

診
断 

症
状 

原
因 

心
拍
の
異
常
が
自
覚
で
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
心
拍
の
自
覚
（
動
悸
）
は
感
じ
方
に

大
き
な
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
正
常
な
心
拍
を

自
覚
す
る
人
も
い
ま
す
し
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は

左
側
を
下
に
し
て
横
に
な
る
と
、
心
臓
の
拍
動

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

不
整
脈
に
よ
っ
て
心
臓 

の
血
液
を
送
り
出
す
能
力 

が
損
な
わ
れ
る
と
、
脱
力 

感
、
持
久
力
の
低
下
、
息 

切
れ
、
ふ
ら
つ
き
、
め
ま 

い
、
失
神
な
ど
の
症
状
が 

現
れ
、
死
に
至
る
こ
と
も 

あ
り
ま
す
。 

失
神
は
、
心
臓
か
ら
送 

り
出
さ
れ
る
血
液
が
少
な 

く
な
り
、
十
分
な
血
圧
を 

維
持
で
き
な
く
な
っ
た
と 

き
に
起
こ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
不
整
脈
が 

続
け
ば
、
死
に
至
る
こ
と 

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不 

整
脈
は
そ
の
原
因
と
な
っ 

て
い
る
心
疾
患
の
症
状
、 

例
え
ば
胸
痛
や
息
切
れ
を 

悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り 

ま
す
。 

100 

不
整
脈
と
は
、
一
連
の
心
拍
が
不
規
則
、
速

す
ぎ
る
（
頻
脈
）
、
遅
す
ぎ
る
（
徐
脈
）
、
あ
る

い
は
心
臓
内
で
電
気
刺
激
が
異
常
な
経
路
で

伝
わ
る
な
ど
、
心
拍
リ
ズ
ム
の
異
常
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。 

心
臓
は
４
つ
の
部
屋
（
心
腔
）
に
分
か
れ
て

い
る
、
筋
肉
で
で
き
た
臓
器
で
、
一
生
を
通
じ

て
、
効
率
よ
く
、
確
実
に
、
絶
え
間
な
く
働
き

続
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

各
心
腔
の
筋
肉
の
壁
が
規
則
正
し
く
収
縮

す
る
こ
と
に
よ
り
、
拍
動
の
た
び
に
可
能
な
か

ぎ
り
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
全
身
に
必
要
な

量
の
血
液
を
送
り
出
し
ま
す
。 

              

心
臓
の
筋
線
維
の
収
縮
は
電
気
刺
激
に
よ

っ
て
制
御
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
電
気
刺
激
は
、

心
臓
内
の
決
ま
っ
た
経
路
に
沿
っ
て
調
節
さ

れ
た
速
さ
で
正
確
に
伝
わ
り
ま
す
。 

電
気
刺
激
は
、
右
心
房
の
先
端
に
あ
り
、
心

臓
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い

る
洞
房
結
節
（
洞
結
節
）
と
い
う
部
分
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
洞
房
結
節
か
ら
電
気
刺
激
が
発
生

す
る
頻
度
が
心
拍
数
を
決
定
し
ま
す
。 

          

成
人
に
お
け
る
安
静
時
の
正
常
な
心
拍
数

は
、
通
常
は
毎
分 

～ 

回
で
す
。
し
か
し
、

健
康
な
人
で
は
、
こ
れ
よ
り
心
拍
数
が
低
く
て

も
正
常
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

心
拍
数
が
不
適
切
に
速
く
（
頻
脈
）
ま
た
は

遅
く
（
徐
脈
）
な
っ
た
場
合
、
不
規
則
に
な
っ

た
場
合
、
も
し
く
は
電
気
刺
激
が
異
常
な
経
路

で
流
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
心
拍
リ
ズ
ム
の

異
常
と
み
な
さ
れ
ま
す
。 
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